
⺠間企業の協⼒を得た
避難の呼びかけ

取組のきっかけ
 堺市は、企業・事業所が多く⽴地する都市部であり、これらの企業等の従業員として、昼間に勤務

する⼈が多い。
 平⽇昼間の津波避難対策には「近隣の事業所に協⼒を得る」ことが有効ではないか、といった市⺠

の意⾒を踏まえ、制度創設にいたった。

取組概要
 津波警報等が発表された際に、従業員が⾃ら率先して避難⾏動をとるとともに、避難⽬標までの

道のりにおいて、周辺住⺠に避難の呼びかけを⾏う企業等を、「津波率先避難等協⼒事業所」
として登録している。

取組の効果
 平成25年５⽉１⽇より取組を開始し、令和4年12⽉末時点で、136の企業等が登録している。

取組のポイント
 津波警報等が発表された際、企業や団体等が⾃ら率先して速やかに避難⾏動をとりながら、地域

住⺠に避難を呼び掛けることで、市⺠の避難も促す。

 多くの従業員が避難の呼びかけをしながら避難することにより、地域住⺠も「皆が避難するから、
⾃分たちも避難しよう」と思うことで、適切な避難⾏動を促すことにつなげている。

 この制度の登録事業者は、呼びかけの取組のほか、市や⾃治会、⾃主防災組織等が実施する防
災訓練等への参加に努めるとともに、おおさか防災ネット(防災情報メールサービス)に登録し、迅速
かつ正確な津波情報の収集に努めることとなっている。

▼登録企業に交付するロゴマークや標⾼ステッカー ▼必要な資機材を事業所に配備

▼登録の流れと制度のイメージ ▼事業所による周辺への呼びかけ（訓練）

問合せ先︓⼤阪府堺市 防災課

デジタル⾏動特性参加体験
取組分類

☑周りが避難
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